
7 2014年7月　高浜市議会だより

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
よ
っ
て
、
認
定
制
度
と
認
定
時
間

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
新
し
く
入

園
す
る
子
ど
も
と
、
今
現
在
通
っ
て

い
る
子
ど
も
と
い
る
が
そ
の
場
合
ど

う
す
る
の
か
。

答　

１
号
（
幼
稚
園
）、
２
号
（
保
育

園
３
歳
以
上
）、
３
号
（
保
育
園
３
歳

未
満
）
と
分
け
て
認
定
し
ま
す
。
認

定
用
紙
と
他
の
必
要
な
用
紙
と
出
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
処
理
を
同
時
に

行
う
の
で
こ
れ
ま
で
と
同
様
変
化
は

な
い
。

問　

認
定
時
間
に
つ
い
て
は
標
準
時

間
と
短
時
間
と
に
区
分
さ
れ
る
が
区

分
が
で
き
る
の
か
。
仕
事
で
遅
く
な

っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答　

日
々
の
動
き
は
園
の
中
で
調
整
。

延
長
保
育
料（
午
後
６
時
か
ら
７
時
）

は
現
在
と
っ
て
い
な
い
。

問　

小
規
模
保
育
（
家
庭
的
保
育
）

に
つ
い
て
、
厚
労
省
か
ら
も
１
人
は

１
日
を
通
し
て
面
倒
を
見
る
人
が
必

問　

地
震
･
津
波
等
大
規
模
災
害
を

被
っ
た
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

復
興
活
動
を
支
援
す
る
「
自
治
体
の

災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
の
現
状
は
。

答　

平
成
12
年
１
月
に
衣
浦
東
部
五

市
と
、
平
成
17
年
11
月
に
は
岐
阜
県

多
治
見
市
、
瑞
浪
市
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
平
成
25
年
７
月
に
は
、

西
三
河
地
域
全
体
で
「
西
三
河
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
い

る
。
遠
隔
地
と
の
協
定
と
し
て
は
、

平
成
24
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第

25
回
全
国
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お

い
て
、
加
盟
す
る
24
の
市
町
村
間
で

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問　

日
常
の
情
報
交
換
・
交
流
等
が

大
事
で
あ
る
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

答　

瑞
浪
市
、
多
治
見
市
と
は
担
当

職
員
の
間
で
、
防
災
対
策
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。
ボ

ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
に
加
盟
し
て
い
る
自

治
体
と
は
、
今
後
、
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ

ト
の
事
務
局
に
詳
細
な
情
報
交
換
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
申
し
入
れ
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要
と
い
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
待
機
児

対
策
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
も

15
人
で
て
い
る
。
新
制
度
に
な
っ
た

ら
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

家
庭
的
保
育
は
25
人
利
用
で
き

る
。
給
食
や
保
育
料
の
軽
減
な
ど
利

用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討

す
る
。
講
義
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
が

核
と
な
り
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ

っ
て
行
っ
て
い
く
。

問　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
を
６
年
生
ま
で
広
げ
る
と
し
て
い

る
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

仲
間
を
自
由
に
作
っ
た
り
、
子

ど
も
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
環
境
が

重
要
だ
と
考
え
、
放
課
後
居
場
所
事

業
と
あ
わ
せ
て
進
め
て
行
く
。
夏
休

み
な
ど
は
、
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
で

は
火
曜
日
の
休
み
を
日
曜
日
に
す
る

こ
と
で
、
一
般
児
童
が
遊
び
に
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
善
を
し
て
い

く
考
え
。

問　

企
業
が
経
営
し
て
い
る
保
育
園

の
問
題
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
。
社
会
福
祉
法
人
の
人
件
費
比
率

は
平
均
71
％
、
企
業
が
経
営
す
る
保

育
園
の
平
均
は
53
％
で
す
。
人
件
費

を
削
っ
て
得
た
多
額
の
余
剰
金
が
法

人
本
部
や
他
の
施
設
に
流
出
し
て
い

る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

認
可
権
者
は
愛
知
県
で
７
月
に

監
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

た
い
。

問　

災
害
時
要
援
護
者
で
あ
る
外
国

人
住
民
が
、
災
害
時
に
支
援
の
担
い

手
と
し
て
行
政
と
も
連
携
で
き
る
取

り
組
み
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　

外
国
人
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
も
、
自
主
防
災
組
織
を
担
う
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
も
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
、

新
た
に
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
」

を
進
め
る
計
画
を
し
て
い
る
。
外
国

人
住
民
の
方
に
も
、
こ
の
養
成
講
座

の
参
加
を
考
え
て
い
る
。

問　

近
年
、
全
国
的
に
消
防
団
員
数

が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
齢

化
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加
が
要
因

で
あ
る
。
本
市
の
消
防
団
員
の
被
雇

用
者
の
割
合
、
ま
た
団
員
確
保
は
。

答　

１
２
２
名
の
内
、
79
・
５
％
の

97
人
が
被
雇
用
者
。
ま
た
、
22
名
が

再
入
団
員
で
も
あ
る
。
団
員
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
町
内
会
長
と
団
長
、

消
防
団
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
鬼
み
ち
ま
つ

り
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
、
団
員
募
集

チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
消
防
車
両
の
展

示
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
消
防
車
両

の
乗
車
体
験
な
ど
、
消
防
団
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
う
活
動
も
活
発
に
行

っ
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
集
計
結
果

防
災
行
政
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て


